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研究成果の概要（和文）： 
世界的に牡蠣養殖で有名な宮城県石巻地域においてすでに「宮城県産生かきトレーサビリティ
情報システム（以下、牡蠣トレーサビリティ・システムと記す）」が導入され、稼動している。
しかしながら、システムを導入した牡蠣パック加工業者の多くが自社に見合った適切な牡蠣ト
レーサビリティ・システムを導入できずに、システムを破棄するか他のシステムに変更してい
るケースが多いことから、本研究では自社に見合った牡蠣トレーサビリティ・システムを選定
するための選定評価基準を構築した。 
研究成果の概要（英文）： 
As a means of ensuring consumer confidence in food safety, more and more companies in 
the food industry are implementing traceability systems. Notably, in the Ishinomaki 
region of Miyagi Prefecture, the oyster industry has already implemented and operated 
an Oyster Traceability Information System (OTIS). However, many of oyster pack processors 
who implemented OTIS have not implemented the suitable OTIS. In this study, I presented 
OTIS selection criteria for right selecting OTIS. 
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１．研究開始当初の背景 

牛海綿状脳症感染牛の発見、食品の偽装表
示、そして無登録農薬の使用と相次ぐ食品事

故で消費者の食の安全性への信頼は大きく
揺らいでいる。生産・加工・流通・販売の各
段階で食品の安全性確保対策の充実・強化が

求められている。このような中で、生産者と
消費者の顔の見える関係を構築し、万一食品

事故が発生した場合に該当食品を迅速に回
収し、またその原因究明を容易にするトレー
サビリティ・システムの導入事例が国内外で

急増している。農林水産省が平成 13 年から



実施してきた「トレーサビリティシステム導

入促進事業」においても多くのトレーサビリ
ティ・システムが開発され、運用されている。
世界的に牡蠣養殖で有名な宮城県石巻地域

においても平成 14 年に一部の牡蠣パック加
工業者が韓国産牡蠣を宮城産と偽ったり、産
地を無表示にし販売した韓国産牡蠣混入（偽

装）事件を契機に「宮城県産生かきトレーサ
ビリティ情報システム」（以下、牡蠣トレー
サビリティ・システムと記す）が社団法人食

品研究センターと農林水産省の支援を受け
導入されている。同システムは、世界初の牡
蠣に適用したトレーサビリティ・システムで、

産地等表示の信頼性の回復および衛生検査
を補うリスク対策のために導入された国内
外から大変注目されているシステムである。 

しかしながら、すでにシステムを導入した
牡蠣パック加工業者の多くが、自社に見合っ
た適切なトレーサビリティ・システムを導入

できずに、システムを破棄するか他のシステ
ムに変更しているケースが多い。その理由は、
社内に情報システムに精通した人材が居な

いため保守・管理ができずに投げ出してしま
うケースや資金不足のために安易に安価な
システムを導入し失敗したケース、さらには

セキュリティが脆弱なためにトレーサビリ
ティ・システム内の機密情報が漏洩したケー
スである。その中でも、特に最近の食の問題

に関する消費者ニーズの高まりから、ベンダ
ーによるトレーサビリティ・システムの開発
が盛んとなったためシステムが乱立してお

り、多数ある商用の牡蠣トレーサビリティ・
システムのうち、どのシステムが自社に合っ
ているのか詳細に調査せずに、安易にシステ

ムを導入し失敗した企業が多い。企業規模に
もよるが、システム導入にかかった費用が数
千万円にも及んだ企業もあるため、中小零細

企業である牡蠣パック加工業者の財務を大
きく圧迫している。 

 
２．研究の目的 

国内におけるトレーサビリティ研究にお

いては、物体の識別に利用される RFID（Radio 
Frequency IDentification）の製造費用を安
価にするための技術や規格標準化に関する

議論が盛んであるが、実際の現場ではそのよ
うな高度な情報通信技術を活用したトレー
サビリティ・システムを導入できる段階には

至っていない。むしろ既存の牡蠣トレーサビ
リティ・システム導入プロジェクトで早急に
解決すべき問題は、導入企業に見合った適切

な牡蠣トレーサビリティ・システムを選定し、
導入することである。したがって、本研究の
目的は、導入企業に見合った適切なトレーサ

ビリティ・システムを選定するための評価基

準を構築し、さらにその妥当性および有効性

を検証することである。 
 
３．研究の方法 
平成 21 年度の具体的な研究計画および方

法は、まず始めに本研究の基本的な方針およ
び牡蠣トレーサビリティ・システム選定評価
基準の構築にあたっての具体的なアプロー
チについて確認した後、トレーサビリティ・
システム導入事例および一般的な情報シス
テム構築事例を取り扱った文献を調査し、ト
レーサビリティ・システム全般における基礎
知識の集約を図った。また、トレーサビリテ
ィ・システムを選定する際の判断材料となる
情報はほとんどなく商用のトレーサビリテ
ィ・システムに関する十分な情報が得られて
いないことから、国内外の牡蠣トレーサビリ
ティ・システムについての開発動向の把握を
目的としてインターネットや各種製品カタ
ログ、開発者へのヒアリング調査を実施し、
牡蠣トレーサビリティ・システムの開発動向
を把握した。 
次に、平成 22 年度の具体的な研究計画お

よび方法は、まず関係事業者に対し選定評価
基準の予備調査を行い、牡蠣トレーサビリテ
ィ・システムの評価に関する客観的な知見を
得た。その後、本調査としてフィールド調査
を行い、開発元であるベンダーや導入サポー
ト企業であるパートナーを訪問しヒアリン
グ調査を行い、さらにユーザー企業である牡
蠣パック加工業者についてもすでに牡蠣ト
レーサビリティ・システムを導入済みの企業
に対してヒアリング調査を実施しながら、選
定評価基準を構築した。牡蠣パック加工業者
の一助となるよう、ベンダーやパートナーの
一方的な選定アプローチに 依存すること
なく、あくまでもユーザー主導の有益な選定
評価基準を構築した。 
最後に、平成 23 年度の具体的な研究計画

および方法は、平成 22 年度に引き続きフィ
ールド調査を行い、開発元であるベンダーや
導入サポート企業であるパートナーを訪問
しヒアリング調査を行った。ユーザー企業で
ある牡蠣パック加工業者についてもすでに
牡蠣トレーサビリティ・システムを導入済み
の企業に対してヒアリング調査を実施しな
がら、選定評価基準を最終的に決定した。そ
の際、考慮すべきことは、平成 23 年 3 月 11
日に発生した東日本大震災において牡蠣養
殖産業全体が壊滅的な被害を受けており、特
に多くの牡蠣加工業者の工場や社屋が水没
または流出しているため、ヒアリング調査に
協力できる企業にのみ限定してヒアリング
を行った。地元では牡蠣養殖産業全体の復旧
まで８年を要するとの声もあるが、牡蠣養殖
が再開された際に牡蠣加工業者がスムーズ
に牡蠣トレーサビリティ・システムが導入で



きるよう、牡蠣加工業者にとって有益な牡蠣
トレーサビリティ・システム選定評価基準を
構築した。 
 
４．研究成果 

平成 21 年度の研究成果は、（1）トレーサ
ビリティ・システム導入事例および一般的な
情報システム構築事例を取り扱った文献を
調査し、トレーサビリティ・システム全般に
おける基礎知識の集約を図った。また、トレ
ーサビリティ・システムを選定する際の判断
材料となる情報はほとんどなく商用のトレ
ーサビリティ・システムに関する十分な情報
が得られていないことから、（2）国内外の牡
蠣トレーサビリティ・システムについての開
発動向の把握を目的としてインターネット
や各種製品カタログから牡蠣トレーサビリ
ティ・システムの開発動向を把握した。  

次に、平成 22 年度の研究成果は、（1）関
係事業者に対し選定評価基準の予備調査を
行い、牡蠣トレーサビリティ・システムの評
価に関する客観的な知見を得て、牡蠣トレー
サビリティ・システムの選定評価基準の素案
を構築した。その中には、最近、Software as 
a Service（以下、SaaS と記す）によるトレ
ーサビリティ・システムが開発・利用されて
いることを鑑み、SaaS によるトレーサビリテ
ィ・システムの選定評価基準をも含めた。ま
た、（2）導入プロジェクトを成功に導くため
の推進手順を明記した牡蠣トレーサビリテ
ィ・システム導入方法論を構造化分析手法で
ある IDEF 0 を用いて詳細に記述した。宮城
県内の加工業者のみならず、広島県等の他県
や他国の牡蠣トレーサビリティ・システム導
入企業の一助となるよう英文でその導入方
法論を明示した。さらに、（3）多くの地元企
業経営者が加入している石巻市倫理法人会
経営者セミナーにおいて「牡蠣トレーサビリ
ティ・システム再考」という題目で、牡蠣ト
レーサビリティ・システムの問題点を指摘し
た。 
最後に、平成 23 年度の研究成果は、（1）

昨年度に引き続きフィールド調査を行い、開
発元であるベンダーや導入サポート企業で
あるパートナーを訪問しヒアリング調査を
行った。ユーザー企業である牡蠣パック加工
業者についてもすでに牡蠣トレーサビリテ
ィ・システムを導入済みの企業に対してヒア
リング調査を実施しながら、選定評価基準を
最終的に決定した。平成 23 年 3 月 11 日に発
生した東日本大震災において牡蠣養殖を取
り巻く環境は一変している。産業全体が壊滅
的な被害を受けており、特に多くの牡蠣加工
業者の工場や社屋が水没または流出してい
るため、ヒアリング調査は協力できる企業の
みを対象とした。（2）東日本大震災により
壊滅的な被害を受けた牡蠣加工業者に対す

る安価で迅速な牡蠣トレーサビリティ・シス
テムの新規導入のための方策を国内外の各
種団体や ITベンダーに訴え、協力を仰いだ。   

東日本大震災に伴う福島第一原発の水蒸
気爆発による放射性物質による食品汚染の
影響により、今後多くの食品についてトレー
サビリティ・システムが開発・販売されるこ
とが予想される。本研究で構築したシステム
の選定評価基準は、牡蠣のみならず他の食品
にも適用可能であることから、企業や団体が
新規にトレーサビリティ・システムを導入す
る際の一助となり得る。 
まとめとして、平成 23 年 3 月 11 日に発生

した東日本大震災に伴う福島第一原発の水
蒸気爆発による放射性物質の海洋への流出
により、太平洋側の水産業の被害は計り知れ
ない。東日本大震災の影響により、漁業従事
者、牡蠣加工業および販売店は壊滅的な被害
を受け、未だ震災前の正常な牡蠣サプライチ
ェーンには戻っていない。また、津波によっ
て牡蠣トレーサビリティ・システムの流出や
浸水により機能しなくなったシステムを抱
えている企業が多数存在する。そのような苦
境の中で、今後益々重要となる牡蠣トレーサ
ビリティ・システムの選定評価基準を構築す
ることができたことは有意義であったと考
える。 
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